
階層 施設 数量（図上概測） 特記事項 

１Ｆ プール機械室 85.45㎡  

２Ｆ プール 669.78㎡ 25ｍ4 ｺｰｽ、ジャグジー、採暖室等 

３Ｆ 

 

フィットネススタジオ 75.95㎡  

マシンジム 179.34㎡  

関連諸室 405.29㎡ スタッフルーム､更衣室、シャワー室、パウダー室等 

決算書掲載頁　P147

内
訳

河内長野市立健康支援センター条例に基づき、市民自らが取り組む健康づくり活動の場を提供し、基礎体力の向上、健
康の保持・増進、及び生活習慣の改善等の支援を行う。

より一層のＰＲ活動等を行い利用者の拡充を図る。また、アンケート調査や毎月集約した利用者の声を検証し、健康支援
センターの運営の改善等について指定管理者と協議を重ね、市民の健康づくりをさらに支援する。
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共生共感都市

施
策
の
大
綱

健康増進部健康推進課

事業： 健康支援センター管理運営事業 1158
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本事業は市民自らが取り組む健康づくり活動の場を提供し、基礎体力の向上、健康
保持・増進、及び生活習慣の改善等の支援に貢献している。A

本事業は、利用者の健康づくり支援としては
妥当な有効的な事業である。さらに、利用者
の拡充を図り、効率的な運営を検討する必要
がある。
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豊かな市民生活の向上に資するため、市民自らが取り組む健康づくり活動を提供するとともに、健康づくりの支援を行う
ことを目的として設置した市立健康支援センターにおいて、その管理運営を指定管理者に代行させることにより、市民の
要望に対するきめ細やかな対応と、効率的かつ安定的な経営を通じ、施設の効用を最大限に発揮するように努める。
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指定管理者により、市民の要望に対するきめ細やかな対応と、その効率的かつ安定的な経営を通じ、施設の効用を最
大限に発揮するように努める。
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指定管理 平成17年度 河内長野市立健康支援センター条例

体力の維持増進を望む人、また健康支援が必要な人

より一層のPＲ活動等を行い利用者の拡充を図る。また、アンケート調査や毎月集約した利用者の声を検証し、センター
運営の改善等について指定管理者と協議を重ね、市民の健康づくりをさらに支援する。
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事業：健康支援センター管理運営事業                                

１．健康支援センター管理運営事業 

河内長野市立健康支援センター条例に基づき、市民自らが取り組む健康づくり活動の場を提供し、基礎体力の向

上、健康の保持・増進、生活習慣の改善等の支援を行った。 

 

細事業：健康支援センター管理運営事業                             

１．健康支援センター管理運営事業 

指定管理者により、市民の要望に対するきめ細やかな対応と、その効率的かつ安定な経営を通じ、施設の効用を

最大限に発揮するように努めた。 

 

＜施設内容＞ 

 

＜利用状況＞                                    （単位：人）  

区    分 会員数（３月末現在） 延べ利用人数 

月額利用 プール、ジム及びフィットネススタジオ ５５３ ７０，５２８ 

一時利用 プール 
１４，１５９ 

１１，３７１ 

ジム及びフィットネススタジオ  ９，２９０ 

小 計 １４，１５９ ２０，６６１ 

教室利用 プール ２７５ １２，２３２ 

合    計 １４，９８７ １０３，４２１ 

 

 

   

 

 

階層 施設 数量（図上概測） 特記事項 

１Ｆ プール機械室 85.45㎡  

２Ｆ プール 669.78㎡ 25ｍ4 ｺｰｽ、ジャグジー、採暖室等 

３Ｆ 

 

フィットネススタジオ 75.95㎡  

マシンジム 179.34㎡  

関連諸室 405.29㎡ スタッフルーム､更衣室、シャワー室、パウダー室等 


